
◇発熱、発疹等の症状がみられ、

エムポックスが疑われる場合

は、最寄りの医療機関にご相談

ください。 

 

◇医療機関を受診する際は、マス

クの着用や発疹部位をガーゼや

包帯等で保護するなどの対策を

行ってください。 

厚生労働省HP 国立感染症研究所HP 

松山市保健所 保健予防課  

感染症対策担当  

☎089-911-1815 

その他、情報について 医療機関の受診 



エムポックス（サル痘）とは？ 主な症状は？ 

エムポックスは、エムポックスウイルス 

による急性発疹性感染症です。 

〇感染した人や動物の皮膚病変、体

液、血液との接触（性的接触を含

む）が中心です。 

〇感染者と長時間、近距離で対面する

ことで飛沫感染の可能性もありま

す。 

感染経路は？ 

〇アフリカに生息するリス等のげっ歯

類動物や、ウイルスを保有する動

物との接触で、人に感染します。 

発熱・発疹・水ぶくれ 

リンパ節の腫れ・筋肉痛 

発疹は体の部位を問わず、皮膚だけ

でなく、口腔や陰部の粘膜、結膜や

角膜に生じることがあります。 

（特別な治療は無く、症状に応じた対症

療法が行われます。） 

主な発疹部位 

口腔 

陰部の粘膜 

予防のポイント 

〇天然痘ワクチンが、ウイルスにさら

された後の発症の予防や重症化予

防に有効とされています。 

〇海外の情報では性的接触が現在の流

行の主な感染経路です。 

 不特定多数の性交渉や、原因不明の

発疹がある場合は性交渉を避ける

ようにしましょう。 

〇多くの場合は2-4週間で自然に治り

ますが、かさぶたがはがれ落ちて

なくなるまで感染力があるとされ

ています。 

〇感染が疑われる場合でも、マスクを

着用し、水ぶくれを含む皮膚症状

はガーゼで覆うなど、周りの人に

うつさないようにしましょう。 

※令和5年5月26日に「サル痘」から「エムポックス」に

感染症法上の名称が変更されました。 


